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第10回 通常総会

皆
様
こ
ん
に
ち
は

本
日
は
、
公
益
社
団
法
人
練
馬
西
法
人
会
第
十
回
通
常
総
会
に
た
く
さ
ん
の
皆
様
方
に
ご
参

会
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
大
変
ご
多
用
の
中
、
練
馬
西
税
務
署 

大
久
保
署
長
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の
方
々

に
ご
参
列
頂
い
て
お
り
ま
す
。
重
ね
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
達
は
、
昨
年
来
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
災
い
に
悩
ま
さ
れ
て
参
り

ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
や
ご
事
業
で
も
多
く
の
影
響
が
出
て
い
る
と
ご
推
察
い

た
し
ま
す
が
、
当
会
の
事
業
に
お
い
て
も
大
き
な
影
響
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

沢
山
の
事
業
が
中
止
や
延
期
と
な
り
、
我
々
の
計
画
は
予
定
通
り
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
青
年
部
会
、
女
性
部
会
の
租
税
教
育
推
進
活
動
や
、
各
支
部
の
増

強
活
動
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
員
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
知
恵
を
絞
っ
て
頂
い
て
多
大
な
成

果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
積
極
的
な
事
業
展
開
に
つ
い
て
は
、
会
長
と
し
て
頼
も
し
く
思
い
ま
す
し
、
あ

り
が
た
く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
昨
年
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
公
益
社
団
法
人 

練
馬
西
法
人
会
三
十
周
年
事
業
、
こ
れ

は
一
年
間
先
送
り
し
て
今
年
度
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
日
新
年
度
を
迎
え
た
今
日
に
至
っ
て
も
緊
急
事
態
宣
言
下
と
い
う
環
境

に
あ
り
、
そ
の
事
業
が
予
定
通
り
行
え
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
ま
だ
見
通
し
が
立
っ
て
い
な

い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
私
は
会
長
と
致
し
ま
し
て
三
十
周
年
実

行
委
員
会
、
そ
し
て
各
事
業
の
責
任
者
に
は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
対
策
に
十
分
配
慮
し
た
う
え

で
積
極
的
に
事
業
を
展
開
し
て
ほ
し
い
旨
の
お
願
い
を
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。

事
業
の
展
開
に
あ
た
っ
て
は
、
企
画
も
大
事
な
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
参
加
し
て

頂
け
る
皆
さ
ん
の
ご
協
力
も
と
て
も
大
事
な
こ
と
に
な
っ
て
参
り
ま
す
。

三
十
周
年
事
業
の
テ
ー
マ
は
、
先
に
申
し
上
げ
ま
し
た
が「
夢
の
あ
る
」「
記
憶
に
残
る
」、
そ

し
て「
次
世
代
に
繋
が
る
」周
年
行
事
で
す
。

練
馬
西
法
人
会
全
会
員
が
、
一
致
団
結
し
て
こ
の
三
十
周
年
事
業
を
成
功
さ
せ
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
本
日
の
こ
の
総
会
に
つ
き
ま
し
て
は
令
和
三
年
度
の
実
質
的
な
ス
タ
ー
ト
の
日
に

な
り
ま
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
日
を
輝
け
る
日
に
す
る
為
に
も
、
本
日
の
総
会
、
出
席
者
の
皆
様

方
の
慎
重
審
議
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
最
後
に
皆
様
方
の
ご
事
業

の
発
展
、
そ
し
て
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
私
か
ら
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第 10 回 通常総会開催

第
十
回
通
常
総
会 

会
長
挨
拶公益

社
団
法
人 

練
馬
西
法
人
会 

会
長 

髙
橋 

利
充 

髙橋会長の挨拶

　令和３年６月７日（月）練馬区立勤労福祉会館に於いて第１０回通常総会が開催されました。この度の
通常総会は新型コロナウィルスの影響もあり、来賓のご出席を遠慮いただきましたが、会員６１名の出席
と会員委任状７５７名で過半数の参加を得て開催されました。総会は初めに、令和２年度の事業計画・
収支決算報告及び監査報告の件について審議され承認されました。続いて、任期満了に伴い新理事・新
監事の選出が可決されました。その後令和３年度事業計画・収支予算について報告があり、練馬西税務
署大久保署長よりご挨拶を頂きました。第2 部として、国税局長表彰、永年勤続表彰、増強表彰、商工
業表彰、納税功労表彰、感謝状、役員退任功労表彰等の発表がありました。総会終了後、直ちに臨時理
事会を開き、会長・副会長及び常任理事の業務執行理事としての役割等を決定しました。新型コロナウィ
ルスの影響を考慮して懇談会は中止をし、大過なく終えることができました。

通常総会にて受彰された皆様
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2020年度収支決算書及び
2021年度収支予算書

3

2020年度　収支決算書

2021年度　収支予算書

自　2020年4月 1日
至　2021年3月31日 （単位 ： 円）

自　2021年4月 1日
至　2022年3月31日 （単位 ： 円）

事業活動収支の部

事業活動支出

経常増減の部

科　　目 予算額 決算額 差　額 摘　要

1. 事業活動収入

（１）基本財産運用益 0 0 0

（２）特定資産運用益 1,500 1,018 482 

（３）受取会費 20,245,800 19,881,010 364,790 

（４）事業収益 760,000 1,100,649 -340,649 

（５）受取補助金等 11,932,100 16,426,346 -4,494,246 

（６）受取負担金 6,123,000 25,000 6,098,000 

（７）受取寄付金 0 0 0 

（８）雑収益 323,000 466,583 -143,583 

経常収益計 39,385,400 37,900,606 1,484,794 

（１）税の知識の普及を目的とする事業 7,725,388 6,938,163 787,225 

（２）納税意識の高揚を目的とする事業 5,381,681 4,843,623 538,058 

（３）税制・税務に関する調査研究、提言目的事業 1,507,932 1,309,087 198,845 

（４）地域企業の健全な発展に資する事業 3,369,631 3,027,516 342,115 

（５）地域社会への貢献を目的とする事業 4,125,808 4,000,616 125,192 

（６）会員の福利厚生等に資する事業 2,533,576 1,335,584 1,197,992 

（７）会員の交流等に資する事業 14,608,344 3,984,069 10,624,275 

（８）管理費 4,731,980 4,113,190 618,790 

事業活動支出計 43,984,340 29,551,848 14,432,492 

事業活動収支差額 -4,598,940 8,348,758 -12,947,698 

経
常
収
益

科　　目 2021 年度予算 2020 年度予算 差　額 備　考

（１）特定資産運用益 1,500 1,500 0 

（２）受取会費 19,696,800 20,245,800 -549,000 

（３）事業収益 820,000 760,000 60,000 

（４）受取補助金等 12,178,100 11,932,100 246,000 

（５）受取負担金 7,323,000 6,123,000 1,200,000 

（６）雑収益 333,000 323,000 10,000 

経常収益計（Ａ） 40,352,400 39,385,400 967,000 

経
常
費
用

科　　目 2021 年度予算 2020 年度予算 差　額 備　考

（１）公益目的事業 23,894,426 22,110,440 1,783,986 

（２）収益事業等 17,474,071 17,141,920 332,151 
（３）管理費 4,152,066 4,731,980 -579,914 

経常費用計（Ｂ） 45,520,563 43,984,340 1,536,223 
当期経常増減額（A）－（Ｂ） -5,168,163 -4,598,940 -569,223 
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役員改選

　

さ
る
六
月
七
日
開
催
の
総
会
で
役
員
の
改
選
が
あ

り
次
の
と
お
り
新
役
員
が
決
定
致
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）○
印
は
新
任

 

■
本
部
役
員

会　
　
　

長 
　

髙
橋　

利
充 

（
株
）ア
プ
ロ
ー
ズ

副　

会　

長 

◯
井
口　

昌
光 

井
口
運
送（
株
）

　
　

〃 

　

荒
井　

秋
海 

（
株
）オ
オ
ツ
カ

　
　

〃 

　

丸
山　

晶
子 
（
医
）遼
山
会 

関
町
病
院

　
　

〃 

　

本
橋
章
一
郎 
モ
ト
セ
イ
ホ
ー
ム（
有
）

　
　

〃 

◯
井
口　

博
一 

（
有
）い
ぐ
ち

　
　

〃　
　

 

　

大
森　

重
男 

大
政
木
材（
株
）

　

　
 

■
常
任
理
事

第 

一 

支 

部 

長 

　

岩
渕　

隆
裕 

河
北
運
輸（
株
）

第 

二 

支 

部 

長 

　

長
谷
川
隆
夫 

長
谷
川
運
送（
有
）

第 

三 

支 

部 

長 

◯
坂
口
亀
一
郎 

（
株
）若
杉
工
務
店

第 

四 

支 

部 

長 

　

小
澤　

英
雄 

（
株
）小
澤
葬
祭

第 

五 

支 

部 

長 

　

瀧
島　
　

彰 

（
有
）タ
キ
シ
マ
工
業

第 

六 

支 

部 

長 

　

山
﨑　

史
郎
（
株
）Y
・
S
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

第 

七 

支 

部 

長 

　

吉
田
久
美
子 

（
株
）宝
建
工
務
店

女 

性 

部 

会 

長 

　

本
橋
世
紀
子 

（
有
）サ
ン
・
ア
ー
バ
ン

青 

年 

部 

会 

長 

　

田
中　

則
雄 

（
株
）小
関
田
中
園

源 

泉 

部 

会 

長 

　

浅
井
洋
一
郎 

（
株
）佃
屋

総
務
副
委
員
長 

　

小
池　

道
子 

（
株
）イ
ナ
・
エ
ス
テ
ー
ト

厚
生
共
益
事
業
副
委
員
長 

　

小
松　

隆
浩 

小
松
電
気
工
事（
株
）

 

　

 

　

 

■
監
　
事

監　
　
　

事 

　

新
井　

友
和 

（
株
）ア
ラ
イ
建
物
管
理

　
　

〃 

　

森　
　

武
士 

森
成
建
設（
株
）

　
　

〃 

○
金
山　

仁
子
（
株
）太
平
ホ
ー
ム

第
十
回 

通
常
総
会
新
人
事
決
ま
る

 

■
理
　
事

【
第
一
支
部
】

地　

区　

長 

　

高
橋　

匡
史 

昌
南
貿
易（
株
）

　
　

〃 

　

矢
花　

伸
之 

（
株
）ワ
イ
プ
ラ
ス

　
　

〃　
　

 

　

藤
島　

秀
憲 

藤
島
建
設（
株
）

【
第
二
支
部
】

地　

区　

長 

○
加
藤　

吉
孝 

（
有
）か
ど
や
印
刷

　
　

〃 

○
平
井　

正
治 

（
株
）平
井
不
動
産
鑑
定

　
　

〃 

　

長
濱　

秀
幸 

（
医
）莉
生
会
メ
ディ
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク

 
 

　
　
　

 

石
神
井
公
園

　
　

〃 

　

日
髙　
　

浩 

（
株
）日
高
設
備
工
業

【
第
三
支
部
】

地　

区　

長 

　

町
田　
　

光 

（
株
）町
田
硝
子
店　
　

　
　

〃 

○
中
村　

行
宏 

丸
善
塗
装
工
業（
株
）

【
第
四
支
部
】

地　

区　

長 

○
嶋
津　

泰
男 

（
有
）嶋
津
食
品
店

　
　

〃 

　

金
山　

友
也 

（
株
）太
平
建
設

　
　

〃 

　

髙
橋　

佳
子 

マ
ー
テ
ル
ハ
ウ
ス（
株
）

　
　

〃 

○
小
澤　

伸
一 

（
株
）武
蔵
野
企
画

【
第
五
支
部
】

地　

区　

長 

　

鈴
木　

昌
一 

（
有
）ベ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ

　
　

〃 

　

平
野　

喜
芳 

（
有
）昭
代
ビ
ル

　
　

〃 

○
大
隅　
　

智 

（
株
）ル
フ
モ

　
　

〃 
　

髙
橋　

正
敏 

（
有
）西
大
泉
髙
橋
由
工
務
店

【
第
六
支
部
】

地　

区　

長 
　

横
山　

龍
子 

（
株
）横
山
技
建

　
　

〃 

　

曽
我　

幸
弘 

（
株
）曽
我
工
業

　
　

〃 

○
古
谷　

義
範 

（
株
）ア
イ
エ
ス

【
第
七
支
部
】

地　

区　

長 

　

岩
澤　
　

薫 
（
有
）創
栄

　
　

〃 

○
吉
田　

明
生 
（
株
）吉
田
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
商
会

公
益
事
業
委
員
会
委
員 

　

髙
橋　

雄
二 

（
有
）ユ
ー
・
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト

　
　

〃 

　

山
下　

嘉
正 

（
有
）東
京
ヤ
マ
ハ
ツ
商
事

女
性
部
会
副
部
会
長 

　

小
川
美
千
江 

（
有
）八
木
商
事

青
年
部
会
副
部
会
長 

　

北
川　
　

潤 

日
本
エ
ヌ
ティ
ア
ー
ル（
株
）

　
　

〃 

○
松
浦　

大
介 

（
株
）H
I
G
H-

F
I
V
E

 

■
女 

性 

部 

会

部　

会　

長 

　

本
橋
世
紀
子 

（
有
）サ
ン
・
ア
ー
バ
ン

副 

部 

会 

長 

　

小
川
美
千
江 

（
有
）八
木
商
事

　
　

〃 

　

小
松　

律
子 

蕪
嶋
食
品

幹　
　
　

事 

　

岩
澤　
　

薫 

（
有
）創
栄

　
　

〃 

　

小
菅　

雅
子 

（
株
）み
や
び

　
　

〃 

○
菅
澤
す
み
ゑ 

（
有
）菅
澤
経
師
店

 

■
青 

年 

部 

会

部　

会　

長 

　

田
中　

則
雄 

（
株
）小
関
田
中
園

副 

部 

会 

長 

　

北
川　
　

潤 

日
本
エ
ヌ
テ
ィ
ア
ー
ル（
株
）

　
　

〃 

○
松
浦　

大
介 

（
株
）H
I
G
H-

F
I
V
E

　
　

〃 

　

佐
藤　

洋
一 

（
有
）栄
泉

　
　

〃 

　

小
林　

輝
道 

ア
ル
フ
ァ
丸
嶋
不
動
産（
株
）

　
　

〃 

　

下
田　

守
広 

F
ス
リ
ー
S（
株
）

　
　

〃 

○
田
中　

喜
芳 

田
中
空
調（
株
）

三
十
周
年
担
当

副

部

会

長

 

　

金
山　

友
也
（
株
）太
平
建
設

　
　

〃 

　

内
田　

達
雄 

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
く
れ
ー
べ
る

会 

計 

幹 

事 

○
関
口　
　

誠 

（
株
）セ
キ
グ
チ
プ
ラ
ネ
ッ
ト

　
　

〃 

○
莊　
　

紘
之 

大
庄
商
事（
株
）

幹　
　
　

事 

　

草
間　

恵
子 

（
株
）メ
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

　
　

〃 

　

上
村　

充
司
（
有
）上
む
ら
商
店

　
　

〃 

　

後
藤　

兵
庫 

（
株
）大
泉
学
園
ハ
ウ
ジ
ン
グ

　
　

〃 

　

中
田　

信
也
（
株
）か
ら
だ

　
　

〃 

　

加
藤　

秀
明
（
有
）Ｓ
Ｋ
ビ
ル

　
　

〃 

　

岩
﨑　

孝
治　

東
和
開
発（
株
）

　
　

〃 

　

秋
田　

丈
人
（
株
）オ
フ
ィ
ス
秋
田

　
　

〃 

○
葛
西　

康
太 

グ
ロ
シ
ー
ド（
株
）

　
　

〃 

○
古
谷　

義
範
（
株
）ア
イ
エ
ス

　
　

〃 

○
川
嶋　

博
人 

（
株
）川
嶋
建
築
事
務
所

　
　

〃 

○
吉
田　

明
生
（
株
）吉
田
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
商
会

三
部
会 

新
人
事
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役員改選、東法連総会受彰者

三
十
周
年
担
当

幹
　

　

事

 

　

五
十
嵐
隆
之 

（
株
）石
泉
ビ
ル

　
　

〃 

　

本
橋　

研
一 

（
株
）プ
ラ
ン
・
ド
ゥ
・
モ
ト
ハ
シ

会 
計 

監 

査 

　

小
澤　

伸
一 

（
株
）武
蔵
野
企
画

　
　

〃 

○
山
下　

嘉
正 

（
有
）東
京
ヤ
マ
ハ
ツ
商
事

 

■
源 
泉 
部 
会

部　

会　

長 
　

浅
井
洋
一
郎 

（
株
）佃
屋

副 

部 

会 

長 

　

髙
橋　

佳
子 

マ
ー
テ
ル
ハ
ウ
ス（
株
）

　
　

〃 

　

井
口
由
美
子 

井
口
ポ
リ
エ
チ
レ
ン（
株
）

　
　

〃 

○
和
﨑　

健
治
（
株
）建
和

　
　

〃 

○
橋
本
奈
津
子 
オ
フィ
ス 

ワ
コ
ウ

幹　
　
　

事 

　

坂
口
亀
一
郎 
（
株
）若
杉
工
務
店　
　

　
　

〃 

　

小
松　

隆
浩 

小
松
電
気
工
事（
株
）

　
　

〃 

　

櫻
井　

守
人 

（
有
）シ
ル
バ
ー
館

　
　

〃 

◯
中
村　

行
宏 

丸
善
塗
装
工
業（
株
）

　
　

〃 

　

秋
田　

丈
人
（
株
）オ
フ
ィ
ス
秋
田　

　
　

〃 

◯
栗
原　

大
悟 

ミ
ク
ロ
精
工（
株
）

 

第
十
回
通
常
総
会
に
お
い
て
、

　
理
事（
役
員
）を
退
任
さ
れ
た
皆
様

　　

永
年
練
馬
西
法
人
会
の
役
員
と
し
て
ご
活
躍
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
当
法
人
会
の
発
展
に
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
事
業
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。

常 

任 

理 

事　

礒
部
翔
太
郎 

（
有
）ア
ト
リ
エ
翔

理　
　
　

事　

本
橋　

研
一 

（
株
）プ
ラ
ン
・
ド
ゥ
・
モ
ト
ハ
シ

　
　

〃　
　
　

田
中　
　

進　
（
株
）田
中
造
園

　
　

〃　
　
　

内
田　

明
仁 

（
有
）エ
ム
・
エ
ス
・
ユ
ー

　
　

〃　
　
　

橋
本　

好
生 

（
有
）マ
リ
ブ

　
　

〃　
　
　

齊
藤　

信
一 

（
株
）宝
積

　
　

〃　
　
　

佐
藤　

公
明 

（
株
）あ
わ
家
惣
兵
衛

　
　

〃　
　
　

柏
崎　
　

強 

（
株
）か
し
わ
ざ
き

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◎
令
和
二
年
度 

国
税
局
長
表
彰（
税
務
功
労
）

 

副
会
長　

大
森　

重
男 

大
政
木
材（
株
）

◎
令
和
三
年
度 

全
法
連
功
労
者
表
彰（
法
人
会
推
薦
）

 

副
会
長　

本
橋 

章
一
郎 

モ
ト
セ
イ
ホ
ー
ム（
有
）

◎
令
和
三
年
度

　

東
法
連
永
年
勤
続
役
職
員
功
労
者
表
彰（
法
人
会
推
薦
）

 

常
任
理
事　

小
松　

隆
浩  

小
松
電
気
工
事（
株
）

 

事
務
局
長　

畑
河
内 

祐
而 

練
馬
西
法
人
会

◎
令
和
二
年
度

　

東
法
連
会
員
増
強
功
労
者
表
彰（
法
人
会
推
薦
）

 
常
任
理
事　

小
澤　

英
雄  

（
株
）小
澤
葬
祭

 

理　
　

事　

高
橋　

雄
二  

（
有
）ユ
ー・ガ
ラ
ス
ア
ー
ト

◎
令
和
二
年
度 
練
馬
区
区
民
表
彰（
商
工
業
功
労
）

 

副
会
長　

大
森　

重
男 

大
政
木
材（
株
）

 

元
理
事　

穂
苅　

重
信  

（
株
）ホ
カ
リ

◎
令
和
二
年
度 

東
京
都
練
馬
都
税
事
務
所
長
感
謝
状 

表
彰

　
（
税
務
功
労
）

 

元
副
会
長　

森
瀬　

宗
忠 
明
治
屋

◎
令
和
二
年
度 

東
京
都
練
馬
都
税
事
務
所
長
感
謝
状 

表
彰

　
（
税
務
団
体
功
労
）

 

公
益
社
団
法
人　

練
馬
西
法
人
会 

会
長　

髙
橋　

利
充

◎
令
和
二
年
度 

練
馬
区
納
税
功
労
者
感
謝
状 
表
彰

　
（
税
務
功
労
）

 

理　
　

事　

藤
島　

秀
憲  

藤
島
建
設（
株
）

 

二
〇
二
一
年 

通
常
総
会
で
の
受
彰
者

◎
令
和
二
年
度 

練
馬
西
税
務
署
長 

表
彰

　
（
税
務
功
労
）

 

常
任
理
事　

坂
口 

亀
一
郎 

（
株
）若
杉
工
務
店

 

常
任
理
事　

吉
田 

久
美
子 

（
株
）宝
建
工
務
店

◎
令
和
二
年
度 

練
馬
西
税
務
署
長 

感
謝
状 

表
彰

　
（
税
務
功
労
）

 

常
任
理
事　

岩
渕　

隆
裕 

河
北
運
輸（
株
）

 

常
任
理
事　

本
橋 

世
紀
子 

（
有
）サ
ン
・
ア
ー
バ
ン

 

理　
　

事　

矢
花　

伸
之 

（
株
）ワ
イ
プ
ラ
ス

◎
令
和
二
年
度 

法
人
会
会
長

　

会
員
増
強
功
労
表
彰（
支
部
推
薦
）

 

第
一
支
部　

副
地
区
長　

森
本　

正
紀  

西
京
信
用
金
庫 

大
泉
支
店

 

第
二
支
部　

理　
　

事　

長
濱　

秀
幸 

（
医
）莉
生
会
メ
デ
ィ
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
神
井
公
園

 

第
四
支
部 

理　
　

事　

北
川　
　

潤  

日
本
エ
ヌ
テ
ィ
ア
ー
ル（
株
）

 

第
六
支
部　

支
部
会
計　

松
浦　

大
介 

（
株
）Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｈ

－

Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

◎
第
十
回 

総
会 

法
人
会
会
長
表
彰
者

　
（
役
員
退
任
功
労
表
彰
）

 

第
三
支
部　

常
任
理
事　

礒
部 

翔
太
郎 

（
有
）ア
ト
リ
エ
翔

 

第
二
支
部　

理　
　

事　

本
橋　

研
一 

（
株
）プ
ラ
ン・ド
ゥ・モ
ト
ハ
シ

 

第
三
支
部　

理　
　

事　

田
中　
　

進 

（
株
）田
中
造
園

 

第
四
支
部　

理　
　

事　

内
田　

明
仁 

（
有
）エ
ム・エ
ス・ユ
ー

 

第
四
支
部　

理　
　

事　

橋
本　

好
生 

（
有
）マ 

リ 

ブ

 

第
五
支
部　

理　
　

事　

齊
藤　

信
一 

（
株
）宝
積

 

第
六
支
部　

理　
　

事　

佐
藤　

公
明 

（
株
）あ
わ
家
惣
兵
衛

 

第
七
支
部　

理　
　

事　

柏
崎　
　

強 

（
株
）か
し
わ
ざ
き

 

第
一
支
部　

副
地
区
長　

湯
本　

春
枝 

（
株
）東
住
設

 

第
二
支
部　

副
地
区
長　

大
野　

欣
三 

（
有
）一
番
館
大
野
屋

 

第
三
支
部　

副
地
区
長　

原
田　

真
一 

ほ
け
ん
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ 

１（
株
）

 

第
四
支
部　

副
地
区
長　

加
藤　

洋
一 

（
株
）イ
オ
ン
サ
イ
エ
ン
ス

副 

地 

区 

長　

湯
本　

春
枝 

（
株
）東
住
設

　
　

〃　
　
　

大
野　

欣
三 

（
有
）一
番
館
大
野
屋

　
　

〃　
　
　

原
田　

真
一 

ほ
け
ん
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
1（
株
）

　
　

〃　
　
　

加
藤　

洋
一 

（
株
）イ
オ
ン
サ
イ
エ
ン
ス

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
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税務署からのお知らせ

練
馬
西
税
務
署
長

市
川　

康
樹

◆
◆
◆ 

着
任
の
ご
挨
拶 

◆
◆
◆

　

残
暑
の
候
、
公
益
社
団
法
人
練
馬
西

法
人
会
の
皆
様
方
に
は
益
々
ご
清
栄
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、
練
馬
西
税

務
署
長
を
拝
命
し
ま
し
た
市
川
康
樹
で

ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
大
久
保
署
長
同

様
ご
高
配
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

髙
橋
会
長
を
は
じ
め
役
員
並
び
に
会

員
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
税
務
行

政
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
多
大

な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
っ
て
、
多
く

の
公
益
事
業
や
活
動
が
自
粛
・
見
直
し
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
中
、
貴
会
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
小
学
校
に
対
す
る
租
税
教

室
や「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
」な
ど
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
た
だ

く
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
重
ね
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
へ
の
貢
献
活
動

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
、
会
員
の
皆
様

方
の
法
人
会
活
動
に
対
す
る
熱
意
と
ご

尽
力
に
対
し
ま
し
て
も
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
の
税
務
行
政
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
経
済
取
引
の
国
際
化
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
が
進
展
し
、
ま
す
ま
す
複
雑
・
困

難
化
し
て
お
り
、
大
き
な
変
革
期
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
十
月
に
は
、
消
費

税
率
十
パ
ー
セ
ン
ト
へ
の
改
定
と
軽
減

税
率
制
度
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
令
和

五
年
か
ら
は
、
消
費
税
の
仕
入
税
額
控

除
の
方
式
と
し
て
適
格
請
求
書
保
存
方

式（
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）の
導

入
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
う

し
た
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
先
般
国
税

庁
が
公
表
し
ま
し
た「
税
務
行
政
の
将
来

像
」を
見
据
え
て
、「
納
税
者
の
自
発
的

な
納
税
義
務
の
履
行
を
適
正
か
つ
円
滑

に
実
現
す
る
。」と
い
う
国
税
庁
の
使
命

を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
私
ど
も
の
力
の
み

で
は
お
の
ず
と
限
界
が
あ
り
、
従
前
以

上
に
貴
会
の
お
力
添
え
が
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
と
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
相
互
理
解
・
信
頼
関
係
の

構
築
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
練

馬
西
法
人
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
税
務
の
良
き
理
解
者
と
し
て
、
そ

し
て
、
私
ど
も
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
公
益
社
団

法
人
練
馬
西
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業

の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
私
の
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。



市川  康樹　署長 吉見  聡司　副署長 大園  篤士　総務課長

山田  泰宏　法人1 統括官 木村  和久　法人 2 統括官 大久保  浩　法人 3 統括官

7 練馬西法人会情報誌  第123号　夏号

税務署からのお知らせ

練馬西税務署 幹部職員（新旧）名簿
令和3年7月10日発令

職　　名
新　任　者 前　任　者

氏　名 前　任　地 氏　名 転　出　先

署　　　長 市川　康樹 局 課税一部 企画調整官 大久保　貴之 ご勇退

副　署　長 吉見　聡司 相模原 副署長 吉澤　剛史 局 徴収部 訟務官室
訟務官

総 務 課 長 大園　篤士 佐原 法人１ 統括官 草野　良夫 目黒 総務課長

総務課長補佐 森　裕徳 留　任 森　裕徳 留　任

法人1 統括官 山田　泰宏 局 調査一部 調査管理課
実務指導専門官 藪田　真由美 立川 法人１ 統括官

法人 2 統括官 木村　和久 雪谷 法人 2 統括官 山本　昌司 荻窪 法人 2 統括官

法人 3 統括官 大久保　浩 松戸 法人 3 統括官 佐々木　実 退職 板橋 法人 
（再任用）

法人1上席（審理） 高橋　智哉 留　任 高橋　智哉 留　任

法人1上席（源泉） 本田　早苗 新宿 法人 4 上席 小野田 裕紀 日野 法人 1 上席

新幹部職員紹介
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社長さんこんにちは

お
客
様
の
目
線
に
立
っ
た
対
応
を
目
指
し
て

　

地
元
中
学
の
技
術
・
家
庭
の
授
業
で
し
た
で
し
ょ

う
か
、
自
分
の
住
み
た
い
間
取
り
を
設
計
す
る
と

い
う
よ
う
な
課
題
が
あ
り
ま
し
て
、
子
供
心
に
な

ん
て
楽
し
い
作
業
な
ん
だ
！
将
来
は
こ
う
い
う
仕

事
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
で
し

た
。

　

当
時
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
無
く
、
情
報
収

集
も
ま
ま
な
ら
ぬ
中
、

漠
然
と
建
築
系
の
学

校
に
行
っ
て
み
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
工
学
部
建
築

学
科
を
卒
業
し
、
十

年
ほ
ど
設
計
事
務
所

で
修
行
し
た
後
、
平

成
十
八
年
に
念
願
の

個
人
事
務
所（
一
級
建

築
士
事
務
所
エ
ル
デ

ザ
イ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
ト
）
を
開
設
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

開
設
当
初
は
経
営
の
い
ろ
は
も
わ
か
ら
ず
、
資

金
面
な
ど
、
苦
労
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

幸
い
に
も
良
い
お
客
様
に
恵
ま
れ
、
周
り
の
方
々

の
助
力
も
頂
き
ま
し
て
、
十
五
年
続
け
て
く
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
事
業
内
容
で
す
が
、
個
人
の
お
客

様
宅
の
新
築
・
改
修
設
計
を
主
に
、
個
人
・
法
人
様

店
舗
の
新
築
・
改
修
設
計
、
施
工
者
様
へ
の
設
計
協

力
な
ど
を
お
引
き
受
け
し
、
お
客
様
の
ご
要
望
に

合
わ
せ
て
柔
軟
な
業
務
対
応
を
心
が
け
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

令
和
三
年
一
月
よ
り
、
法
人
と
し
て
事
業
を
続

け
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
初

心
を
忘
れ
ず
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
で
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
！

　

有
限
会
社
セ
ラ
タ
ッ
ク
は
一
九
九
六
年
に
法
人

化
し
二
十
五
年
を
迎
え
ま
し
た
。
父
・
社
長
の
個

人
事
業
期
間
を
含
め
る
と
四
十
年
以
上
で
す
。
社

名「
セ
ラ
タ
ッ
ク
」
の「
セ
ラ
」
は「
セ
ラ
ミ
ッ
ク
」、「
タ
ッ

ク
」（
タ
ッ
グ
）
は「
協
力
す
る
」
か
ら
生
ま
れ
た
造

語
で
す
。
皆
で
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
仕
事
に
取
り
組

む
、
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
内
容
は
、
一
般
建
築
石
タ
イ
ル
施
工
を
請

け
負
っ
て
お
り
、
駅
や
空
港
な
ど
の
公
共
施
設
、

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
や
ホ
テ
ル
内
装
、
デ
パ
ー
ト
等

商
業
施
設
の
テ
ナ
ン
ト
内
装
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
個

人
住
宅
な
ど
の
内
外
装
と
い
っ
た
石
タ
イ
ル
工
事

及
び
不
随
す
る
工
事
全
般
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
最
近
は
施
工
だ
け
で
な
く
、
設
計
会
社
様
か

ら「
こ
う
い
っ
た
タ
イ
ル
を
探
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
相
談
を
受
け
、
要
望
に
応
え
る
べ
く
国
内
タ
イ

ル
工
場
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
タ
イ

ル
を
制
作
す
る
、
と
い
っ
た
提
案
も
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　

私
は
卒
業
後
、
O
L
を
経
て
入
社
し
二
十
年
以
上

に
な
り
ま
す
。
職
人
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
私
自

身
も
昼
夜
と
現
場
へ
赴
き
、
多
く
の
石
タ
イ
ル
施
工

に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
社
長
が
培
っ
て
き

た
四
十
年
以
上
の
信
頼
、
施
工
技
術
、
そ
れ
ら
を
継

承
し
た
職
人
、
こ
れ
ら
を
引
き
継
ぎ
、
社
名
に
込
め

ら
れ
た「
皆
で
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

一
つ
一
つ
お
客
様
の
目
線
で
満
足
安
心
し
て
頂
け
る

よ
う
、
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
業
界
全
体
が
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

そ
の
先
に
あ
る
未
来
に
向
け
て
、
今
出
来
る
事
を

出
来
る
範
囲
で
し
っ

か
り
積
み
重
ね
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
法
人
会
に
入
会

し
、
色
々
な
意
識
の

向
上
や
心
掛
け
を
勉

強
さ
せ
て
頂
き
と
て

も
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
程
、
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ご要望に合わせて柔軟な業務対応

株
式
会
社 

エ
ル
デ
ザ
イ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
ト

代
表
取
締
役  

西
川
　
淳

下石神井 4-6-21
電話 03-3996-6343

第 2 支部

有
限
会
社 

セ
ラ
タ
ッ
ク

専
務
取
締
役  

内
池
　
孝
子

板橋区南町 9-15
電話03-5986-9950

第 2 支部

未来へ積み重ねる実績と信頼
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社長さんこんにちは

I
T
の
恩
恵
を
全
て
の
皆
様
に

　

上
石
神
井
に
て
企
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
十
二
期

を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

支
え
て
く
だ
さ
る
お
客
様
、
地
域
の
皆
様
の
お
陰

と
日
々
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
社
は
I
T
に
関
す
る
企
業
様
の
お
悩
み
や

「
こ
ん
な
事
出
来
な
い
か
」
の
ご
相
談
に
一
定
以
上

の
解
決
策
を
提
示
す
る
事
を
事
業
の
メ
イ
ン
に
据

え
て
い
ま
す
。
そ
の

為
社
員
に
は
様
々
な

分
野
で
多
く
の
経
験

を
積
ん
だ
技
術
者
が

在
籍
し
て
お
り
、
よ

り
精
度
の
高
い
解
決

策
を
提
示
す
べ
く

日
々
精
進
し
て
お
り

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
企

業
様
の
シ
ス
テ
ム
化

を
実
施
す
る
事
で
効

率
化
を
図
り
、
本
業
に
専
念
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

サ
ー
バ
の
構
築
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
適
切
な
選
択
及
び
導
入
、
そ
の
後

の
運
用
ま
で
賜
り
ま
す
。
ま
た
、
運
用
に
関
し
て

は
、
資
産
管
理
、
ア
カ
ウ
ン
ト
管
理
、
監
視
業
務
、

故
障
対
応
、
ベ
ン
ダ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
ア
プ
リ
等

の
導
入
支
援
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
、
イ
ン
シ

デ
ン
ト
対
応
、
各
種
手
順
書
の
管
理
等
幅
広
い
対

応
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

当
社
の
行
う
全
て
の
事
業
は
、
当
社
の
理
念
で
あ

る「
感
謝
す
る
優
し
さ
」「
努
力
す
る
謙
虚
さ
」「
ひ

た
む
き
に
取
り
組
む
誠
実
さ
」
を
元
に
、
皆
様
に
安

心
と
満
足
を
与
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り

ま
す
。
I
T
に
関
し
て
疑
問
が
生
じ
た
際
に「
と
り

あ
え
ず
聞
い
て
み
よ
う
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
を
目
標
に
、
社
員
一
同
日
々
努
め
て
お
り
ま
す
。

業
に
微
力
な
が
ら
も
寄
り
添
い
、
子
や
孫
の
世
代

の
為
に
良
い
ま
ち
と
な
る
様
に
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

大
き
な
箱
物
を
造
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
ま
ち

に
住
み
た
い
、
行
き
た
い
と
感
じ
、
そ
し
て
住
ん
で

み
て
満
足
す
る
ま
ち
と
な
る
様
に
、
構
想
・
方
向
性

が
出
せ
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ま
ち
の
発
展
を
願
い
な
が
ら
、
事

業
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

変
わ
っ
て
い
く
ま
ち
に
寄
り
添
っ
て

　

当
社
は
、
先
代
の
父
が
昭
和
四
十
六
年
五
月
に
、

上
石
神
井
の
地
で
設
立
し
、
今
年
創
業
五
十
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
・
駐
車
場
の
賃
貸
仲
介

管
理
並
び
に
売
買
仲
介
等
の
不
動
産
業
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

先
代
の
教
え
と
し
て
、
真
摯
に
、
コ
ツ
コ
ツ
と
、

正
直
に
仕
事
を
す
る
と
い
う
精
神
の
元「
町
の
不
動

産
屋
」
と
し
て
、
お
客
様
、
オ
ー
ナ
ー
様
の
声
を
大

切
に
、
毎
日
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

私
も
こ
の
町
に
生
ま
れ
育
ち
、
六
十
年
を
越
え

ま
し
た
。
永
年
住
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
町
の

良
さ
や
困
っ
た
と
こ
ろ
等
熟
知
し
て
い
る
つ
も
り

で
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」
に
所
属
し
て
お

り
、
ま
ち
の
活
性
・
整

備
の
構
想
に
関
わ
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
ち

の
中
央
を
通
る「
外

環
・
外
環
の
２
、
そ
し

て
西
武
新
宿
線
の
立

体
化
」
と
、
今
後
、
こ

の
ま
ち
が
大
き
く
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
様
な
大
き
な
事

まちの暮らしに寄り添います

業務効率からセキュリティまで

株
式
会
社 

田
中
物
産代

表
取
締
役  

田
中
　
裕

上石神井 2-26-3
電話 03-3920-1001

第 3 支部

株
式
会
社 

R
J
C

代
表
取
締
役

郡
司
　
良
男

上石神井 2-27-2
電話 03-5903-8119

第 3 支部
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税の漫画講座
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練馬西法人会から冊子プレゼント

事業者が納付するべき消費税の額は、売
上げに係る消費税額から仕入れに係る消費
税額を控除して計算します。

消費税は、申告納税手続きを行う事業者
を通して、実質的に消費者が税を負担する
ことが予定されている間接税ですから、仕
入税額控除による税の累積の排除が確実
に行われなければなりません。売上げに係
る消費税額と仕入れに係る消費税額とは、
車の両輪の関係にあり、そのいずれもが正
しく把握されてこそ、納付すべき税額の適
正な算定が可能となります。

仕入税額控除は、諸外国ではインボイス
制度が標準であり、日本の消費税も、令和
5 年10 月1日より、適格請求書等保存方式

という名称のインボイス制度となります。
適格請求書等保存方式は、事業者登録

を基礎としており、消費者、免税事業者又
は国税庁の登録を受けていない課税事業
者から行った課税仕入れは、原則として仕
入税額控除の適用を受けることができませ
ん。事業者においては、事務負担が増加す
るのみならず、実質的な税負担が生じるこ
とも想定され、実務への影響は、相当に大
きいと考えられます。

本冊子は、15 の Q&A によって、適格請
求書等保存方式のしくみを解説するもので
す。新しい制度の全容を短時間でご理解い
ただけるように、簡潔に整理しています。ご
活用いただければ幸いです。

土・日・祝日を除く午前9時〜午後5時まで、FAXまたは電話にてお申し込みください。
その際、（1）申込者名（法人の場合は社名とご担当者名）（2）連絡先 TEL・FAX （3）冊子郵送先住所をお知らせください。

TEL:03-3923-7272　FAX:03-3923-7285 
練馬西法人会事務局

お申し込み

先着50名様

※随時発送させていただきます。

消費税インボイス制度 Q&A
令和3年10月からの登録申請に対応！

冊子プレゼント
東法連退職金制度のお知らせ
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税務署からのお知らせ（インボイス）

事業者の方へ 消費税　インボイス制度

登録申請書受付開始！
令和５年10月１日から「適格請求書等保存方式（インボイス制度）」が導入されます。 適格請求
書発行事業者（登録事業者）のみが適格請求書（インボイス）を交付することができます。

制度導入までのスケジュール

インボイスってナニ？

「インボイス制度」ってナニ？

登録事業者になろうとする事業者の方は「適格
請求書発行事業者の登録申請書（登録申請書）」
の提出が必要です。登録申請書提出後、税務署
から登録番号などの通知が行われます。
※ 登録番号については、法人番号を有する事
業者の方は「T＋法人番号」、それ以外の事業者
の方は「T＋13 桁の数字（新たな固有の番号）」
が登録番号となります。

令和５年10月1日令和3年10月1日 令和5年３月31日

登録申請書は、
令和3年10月１日
から提出が可能です。

令和５年10月１日から登録を受けるためには、原則として、
令和５年３月31日までに登録申請書を提出する必要があります。

登録申請書の受付開始 インボイス制度の導入

　売手が買手に対して、正確な適用税率や消費税額等を伝えるものです。
　具体的には、現行の「区分記載請求書」に「登録番号」、「適用税率」及び「消費税額
等」の記載が追加されたものをいいます。

　売手である登録事業者は、買手である取引相手（課税事業者）から求められたときは、インボイスを
交付しなければなりません（また、交付したインボイスの写しを保存しておく必要があります）。
　買手は仕入税額控除の適用を受けるために、原則として、取引相手（売手）である登録事業者から
交付を受けたインボイス（※）の保存等が必要となります。

【記載事項】

① 請求書発行事業者の
氏名又は名称

② 取引年月日
③ 税象対減軽（容内の引取 
率の対象品目である旨）

④ 税率ごとに区分して
合計した対価の額

⑤ 事るけ受を付交の類書 
業者の氏名又は名称

【記載事項】

区分記載請求書に以下の
事項が追加されたもの

① 登録番号
《課税事業者のみ登録可》
② 適用税率
③ 税率ごとに区分した
消費税額等

●現行の区分記載請求書とインボイスとの記載事項の比較
＜区分記載請求書（現行）＞ ～令和５年９月 ＜インボイス＞ 令和５年10月～

請　求　書

請　求

電子データ（電子インボイス）でもOK!

（※）買手は、自らが作成した仕入明細書等のうち、一定の事項（インボイスに記載が必要な事項）が記載され取引相手の
　　　確認を受けたものを保存することで、仕入税額控除の適用を受けることもできます。

令和３年１０月１日から

インボイス制度に関するお問合せ先
●

▶

▶

▶

 インボイス制度に関する一般的なご相談は、
専用ダイヤルで受け付けております。

【専用ダイヤル】0120－205－553（無料）
【受  付  時  間】  9：00～ 17：00（土日祝除く）

詳しくお知りになりたい方は、
国税庁ホームページ
https://www.nta.go.jp の
「インボイス制度特設サイト」をご覧ください。

特設サイトへ
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お店紹介
税理士会ニュース

税
理
士
会
ニ
ュ
ー
ス

　

今
回
は
、
令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら
導
入
さ
れ
る
消

費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度（
適
格
請
求
書
等
保
存
制

度
）
に
つ
い
て
改
め
て
ご
説
明
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

現
在
、
課
税
事
業
者
が
申
告
納
付
す
る
消
費
税
を
計

算
す
る
上
で
経
費
と
も
言
え
る「
仕
入
税
額
控
除
」
を

適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
条
件
の
一
つ
に「
区
分
記
載

請
求
書
等
」
の
保
存
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が「
適
格

請
求
書
等
」
へ
と
移
行
さ
れ
ま
す
。

　

適
格
請
求
書
等
の
主
な
特
徴
と
し
て
、「
登
録
番
号
」

を
請
求
書
等
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
登
録
番

号
は
、「
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
」
に
登
録
す
る
こ

と
で
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登
録
は
、
令
和
三
年
十

月
一
日
よ
り
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

課
税
事
業
者
の
み
で
免
税
事
業
者
は
登
録
申
請
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

前
述
し
た
通
り
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
る
と
仕

入
税
額
控
除
の
適
用
条
件
は
、
適
格
請
求
書
等
の
保
存

を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、
適
格
請
求
書
等
を
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
免
税
事
業
者
で
あ
る
、
例
え
ば
、
仕

入
先
・
外
注
先
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
支
払
い

に
つ
い
て
、
従
前
仕
入
税
額
控
除
を
適
用
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
適
用
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
注
意

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

従
前
に
お
き
ま
し
て
は
、
取
引
先
が
課
税
事
業
者
で

あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
は
、
特
に
重
要
と
さ
れ

て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
が
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
が
始
ま
る
と
申
告
納
付
す
る
消
費
税
の
計
算
に
大
い

に
影
響
を
及
ぼ
す
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
準
備
期
間
で
あ
る
現
在

の
う
ち
か
ら
、
取
引
先
と
協
議
等

を
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

押金秀男 広報部長

　西武池袋線大泉学園駅南口を降り、
交番の左脇を抜けて左折しますと「か
ど２６」というテイクアウトのお店があり
ます。その前の道を通り抜けて、勤労福
祉会館の1階にある「かど36」というお
店が、今回ご紹介するお店です。
　本日いただいた日替わりの「おまかせ
御膳」は、「しいたけの肉詰め」「ロール
キャベツ」「れんこん・人参・里芋・椎茸
の煮物」をそれぞれ調理し、一つの器
にバランスよく配置されています。しっ
かりと中までお出汁の優しい味が染み
ていて、お家では真似できない美味し
さでした。秋田県山本郡からの産地直
送の「ごはん」は、ふっくらと炊き上が
り、甘味と深みがありました。そのほか
に香の物には「秋田のいぶりがっこ」、
お吸い物は「昆布だしのあさり汁」、小
鉢の「ちくわ天」はカラッと揚がってい
て、「いんげんの胡麻和え」は歯ごたえ
も良く、ごはんにもよく合います。
　１日に30食程の「おまかせ御膳」（税
込み990円）は13時くらいには無くなる
そうですから気を付けてくださいね。楽

しみにしているお客様のために「おま
かせ御膳」の予約はできないそうです。
そのほかのランチメニューの「銀だらの
幽庵焼き」も、絶妙な焼き加減で、身が
ふっくらとしていて美味しいです。
　季節の素材を生かし、１年間その季
節に合ったお料理をリーズナブルな価
格で提供できるように、料理長が、遠く
は渋川や川口から直接仕入れて来た
り、練馬のお野菜を使っているそうで
す。以前、ねりま区報に「幻の練馬大根」
の料理が掲載されたこともあるようで、
11月頃には食べることができるようで
すから是非ご賞味ください。
　とてもボリュームがあり、お野菜も
たっぷりで、身体が元気になるお料理を
提供してくれる「かど36」さんのランチの
ご紹介でした。こちらの支店の「かど26」
さんでは、お惣菜を販売してくれている
ので、お夕飯のおかずにも使わせても
らっています。山形牛や松坂牛などの国
産牛のみを扱っているそうで、シチュー
や肉じゃがも、とても美味しいです。

こんにちは、法人会の情報誌「いずみ」の新企画「気楽に食べられる ランチ」の取
材を任されました。私は練馬西法人会の東大泉地区を担当しています大同生命
の町田と申します。新企画ということで緊張していますが、法人会の皆様に「お
いしさ」が少しでも伝わればと頑張ります。

コロナの関係で夜の食事提供ができないのが残念ですが、収まりまし
たら「宴会」もできますからその節はよろしくお願いします。また今
年の４月から「かど 26」という「テイクアウト」の店を始めました。「こ
だわりの料理」から「こだわりのお弁当とお総菜」を提供しています。
ぜひお立ち寄りください。

店長から一言
代表者：松本 滋子
住　所：練馬区東大泉５-４０-３６
アクセス：西武池袋線 大泉学園駅 南口 徒歩２分
電　話：０３-３９２１-５５３５
ランチ時間：11：30～14：45（ﾗｽﾄｵｰﾀﾞｰ）
定休日：日曜日・月曜日
HP：http://kado36.tokyo/concept.html

会席料理 かど36

美味しさが表情にあふれてます

左：大同生命町田 右：代表の松本さん

紹介メニュー
日替わり「おまかせ御前」

サンロク

日替わり「おまかせ御前」
vol.1
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お知らせ、編集後記

編
集
後
記
　

　

広
報
誌
「
い
ず
み
一
二
三
号
」
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
広
報
委
員
会
の
委
員
長

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
井
口
で
す
。

十
八
年
前
に
青
年
部
会
よ
り
広
報
委
員
会
に
参
加
し
、
四

年
間
「
い
ず
み
」
の
作
成
を
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
時
か
ら
続
く
「
社
長
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
」
な
ど

の
企
画
か
ら
新
し
い
企
画
ま
で
歴
代
広
報
委
員
の
皆
様
の

努
力
と
発
想
力
を
無
駄
に
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
新
メ

ン
バ
ー
と
共
に
楽
し
い
誌
面
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
皆
さ
ま
が
見

や
す
く
、
楽
し
く
情
報
を
収
集
で
き
ま
す
よ
う
努
力
い
た

し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
三
十
周
年
記
念
特
別
号
の
発
行
も
控
え
て
お

り
ま
す
の
で
何
か
新
し
い
企
画
や
情
報
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
、
ど
う
ぞ

皆
様
の
お
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
委
員
長　

井
口　

博
一

第 123 号
発行日

令和3年8月20日

発行所 公益社団法人
 練馬西法人会
東京都練馬区東大泉6-47-15
電　話 03（3923）7272
F A X 03（3923）7285
eメール：oizumi-nishinerima@

wing.ocn.ne.jp
http://www.nerimanishi-

houjinkai.or.jp
発行責任者 髙橋　利充
編集責任者 井口　博一

本誌は、FSC認証用紙、環境に優れた
インキを使用しています。

◆◆◆   お 知 ら せ  ◆◆◆

駅前清掃
開催日 令和3年9月11日（土）
場　所 大泉学園駅南口
 石神井公園駅北口
 上石神井駅北口
 武蔵関駅南口
時　間 午前8時から午前9時
※雨天の場合9月18日（土）です。
　コロナ感染症予防の為マスク
　着用でお願いいたします。

献血大会のご案内
開催日 令和3年11月11日（木）
場　所 練馬西税務署　駐車場 
時　間 午前10時から午後4時

女性部会創立30周年
記念式典・祝賀会

日　時 令和3年10月13日（水）
 午後5時から8時まで
 受付 午後4時30分より
場　所 ホテル カデンツァ東京
 レインボーの間
 練馬区高松5－8
 J-CITYビル22階
T E L 5372-4411
会　費 5,000円

青年部会創立30周年
記念式典・祝賀会

日　時 令和3年10月28日（木）
場　所 ホテル カデンツァ東京
 練馬区高松5－8
T E L 5372-4411

創立30周年記念式典・祝賀会
日　時 令和4年１月26日（水）
  午後5時から7時30分まで
 受付 午後4時より
場　所 ホテル カデンツァ東京
 地下2階「ラ・ローズ」
 練馬区高松5－8
T E L 5372-4411
会　費 10,000円

岩渕幸洋選手への壮行祝い贈呈
2021年7月21日

2020東京パラリンピック出場が
決定した『岩渕 幸洋 選手』に
練馬西法人会 髙橋会長より
岩渕第1支部長（幸洋選手の父）
に壮行祝いが贈呈されました。

公益事業委員会で実施する「使用済みインクカートリッジと切手収集」は、
日本国際ボランティアセンターに寄付致します。
この活動は、発展途上国の人々の為に役立てられます。
ぜひ、捨てずに支部役員あるいは事務局にお届けください。

使用済みインクカートリッジと切手収集のお願い

使用済みインクカートリッジ

■以下の点にご注意ください
1.各メーカーの家庭用のプリンターに使われてい
る使用済みのインクカートリッジが対象です。
※業務用のインクカートリッジは対象外です。
2.カートリッジの中にインクが残っている場合
は、インクが漏れないようにビニール袋に入れ
てお届けください。

締切り 令和4年2月末日まで

公益事業委員会から

使用済み切手
切手のまわり
5mm程度余白。

誰でも簡単に出来る
ボランティアです。

※上記30周年記念式典・祝賀会は状況に
　よっては式典のみとなる場合もあります。

日本代表選手団 開会式の旗手を務める
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故事名言、東京商工会議所
表紙の人

（2021年7月1日現在）

法律相談 毎月第1金曜日 午後1時〜4時（30分単位）　　　　　　　　　　　  相談員：弁護士

税務相談 1月〜3月 毎週火曜日/4月〜12月 毎月第2火曜日 午後1時〜4時（30分単位） 相談員：税理士
●問い合わせ先 東京商工会議所練馬支部 練馬区練馬1-17-1 Coconeri 4階 区民・産業プラザ内  電話 3994-6521 FAX 3994-6589

※担保・保証人不要（保証協会の保証も不要）
※他に練馬区の利子補給 40％
※利用できる方：従業員 20 名以下
　（商業・サービス業 5 名以下）
※1 年以上事業を行っている方
※飲食業の設備資金も利用可能

◇本融資は商工会議所の推薦で日本政策金融公庫より事業資金として
　貸し出しされますが、審査の結果、ご希望に添えないことがあります。
　（会員・非会員の方、問わず利用できます）

マル経融資のご案内  〜小規模事業者経営改善資金〜

融資限度額  2,000万円 利率 1.21％
返 済 期 間  運転資金  7年以内
　　　　 　 設備資金10年以内

相談
無料

●
表
紙
の
人

   

天
津
菜
館
　
大
泉
店	

  

伊
藤 

智
深
さ
ん

練
馬
区
東
大
泉
二
ー
十
ー
十
一
リ
ヴ
ィ
ン
オ
ズ
大
泉
店
5
階  

Q
毎
日
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
中
で
の
手
応
え
や
楽

し
さ
、
喜
び
を
感
じ
る
瞬
間
に
つ
い
て
。

A
平
日
の
午
前
中
は
、
大
泉
学
園
駅
周
辺
か
ら
学
園
町
の

中
央
公
園
や
土
支
田
ま
で
の
ル
ー
ト
で
お
弁
当
を
配
達
し

て
い
ま
す
。
お
届
け
先
で「
毎
日
あ
り
が
と
う
」「
こ
こ
の

お
弁
当
美
味
し
い
よ
」と
言
っ
て
い
た
だ
け
た
り
、
喜
ん
で

く
だ
さ
る
方
が
多
く
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と

言
っ
て
お
弁
当
を
お
持
ち
す
る
と
、「
今
日
も
元
気
ね
！
」

と
気
さ
く
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
私
の
顔
を
見

て
ニ
コ
ッ
と
笑
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
い
て
嬉
し
い
で
す
。

Q
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
を
持
っ
て
取
り
組
ま

れ
て
き
た
か
。

A
食
べ
る
事
っ
て
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、

お
弁
当
を
お
届
け
す
る
時
も
お
店
に
来
て
い
た
だ
い
た

お
客
様
に
も
、
食
事
を
さ
れ
て
い
る
時
間
を
楽
し
く
、
気

持
よ
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
良
い
な
と
い
う
思
い

を
持
ち
な
が
ら
、
接
客
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

Q
こ
の
職
種
な
ら
で
は
の
醍
醐
味
や
、や
り
が
い
な
ど
。

A
常
連
の
方
が
多
く
、
日
常
的
に
来
て
い
た
だ
く
お
客
様

も
多
い
の
で「
美
味
し
い
も
の
が
食
べ
た
い
」「
こ
こ
の
ア

レ
が
食
べ
た
い
」と
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
事
が
嬉
し

い
で
す
し
、
ご
親
戚
の
集
ま
り
の
際
に
も
か
し
こ
ま
ら
ず

に
和
や
か
に
お
過
ご
し
い
た
だ
け
て
、
こ
の
お
店
を
選
ん

で
頂
け
て
あ
り
が
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q
仕
事
を
離
れ
た
と
こ
ろ
で
の
ご
趣
味
、
息
抜
き
な

ど
に
つ
い
て
。

A
休
日
は
子
供
と
一
緒
に
家
で

運
動
系
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
で
体
を

動
か
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、

大
好
き
な
ビ
ー
ル
と
お
つ
ま
み

で
息
抜
き
を
し
て
い
ま
す
。（
笑
）

　
人
間
の
幸
不
幸
は
、
丁
度
寄
り
合
わ
せ
た
縄
の
よ
う
に
ど

ち
ら
が
表
で
、
ど
ち
ら
が
裏
か
わ
か
ら
な
い
も
の
で
、
禍
が

返
っ
て
幸
福
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
り
、福
が
返
っ
て
禍

の
元
に
な
っ
た
り
す
る
か
ら
、
禍
に
あ
っ
て
も
悲
し
む
に
及
ば

ず
、福
も
夢
中
に
な
っ
て
喜
ぶ
に
は
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
。

　
会
社
経
営
を
や
っ
て
い
る
と
、
皆
が
み
ん
な「
儲
か
っ
て
い

た
」バ
ブ
ル
の
時
期
、本
業
と
か
け
離
れ
た「
株
」や「
不
動
産
」

あ
る
い
は「
事
業
」に
手
を
出
し
、「
倒
産
」し
て
い
っ
た「
会
社
」

を
目
に
し
た
。

　
二
〇
〇
年
続
く「
京
都
の
老
舗
和
菓
子
店
」は「
本
業
」を

守
り
つ
つ
、
時
代
に
合
わ
せ
て「
変
化
」を
し
て
行
っ
た
。
砂

糖
が
な
け
れ
ば
、
代
用
品
で「
自
分
の
店
の
味
」に
合
わ
せ
る

工
夫
を
し
て
凌
い
で
き
た
。

　
変
化
を
し
て
い
て
も「
変
わ
ら
な
い
」と
言
う
こ
と
が
、「
信

用
」と「
信
頼
」に
つ
な
が
り
企
業
は
生
き
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
と
思
う
。「
禍
福
は
糾
え
る
縄
の
如
し
」は
、史し

き記

や
漢か

ん
し
ょ書
の
中
に
あ
る
類
語
か
ら
、生
ま
れ
て
き
た
言
葉
で
、こ

の
言
葉
の
も
っ
と
も
適
切
な
例
は「
塞さ

い
お
う翁
が
馬
」で
あ
る
。

　「
人
間
万
事
塞
翁
が
丙
午
」の
作
品
で
直
木
賞
を
と
っ
た
青

島
幸
男
氏
は
、
平
成
七
年
に
東
京
都
知
事
選
で「
東
京
都
市

博
中
止
」の
公
約
一つ
で
、
選
挙
戦
で
は
何
も
せ
ず
自
宅
で
ゴ

ロ
ゴ
ロ
し
て
い
た
ら
、
当
選
し
て
し
ま
っ
た
。
当
選
す
る
つ
も

り
も
な
か
っ
た
か
ら「
東
京
都
の
行
政
」が
わ
か
ら
な
い
。し
か

し「
都
市
博
の
中
止
を
決
め
、公
約
だ
け
は
守
っ
た
」。優
秀
な

行
政
マ
ン
は「
後
始
末
に
奔
走
」し
、
東
京
都
の
体
面
を
守
っ

た
が
、「
バ
ブ
ル
崩
壊
の
起
爆
剤
」と
期
待
し
た
分
、日
本
経
済

の
悪
化
が
加
速
し
た
。「
何
が
幸
い
で
、
何
が
不
幸
か
は
わ
か

ら
な
い
」を
小
説
や
政
治
に
示
し
て
く
れ
た
貴
重
な
人
だ
。

　
こ
の
故
事
を
少
し
だ
け
説
明
し
ま
す
。
老
人
が
馬
を
連
れ

て
旅
を
し
て
い
た
。途
中
で
馬
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た
が
、そ
の

馬
が
多
く
の
馬
を
連
れ
て
戻
っ
て
き
た
。
そ
の
馬
に
乗
っ
て

怪
我
を
し
た
息
子
が
、
戦
争
に
行
か
ず
に
死
を
免
れ
た
。
馬

に
逃
げ
ら
れ
た
の
は
残
念
だ
が
、
福
を
も
た
ら
し
た
。
怪
我

を
し
た
こ
と
は
不
幸
だ
が
、死
な
ず
に
済
ん
だ
。

　
原
稿
が
出
る
こ
ろ
に
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
二
◯
二
◯

を
終
え
て
い
る
頃
、
日
本
人
選
手
の
活
躍
で
金
メ
ダ
ル
に
沸

き
返
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
一
年
間
で
あ
っ

て
欲
し
い
。	

副
会
長
　
荒
井
秋
海

【
禍か

ふ

く福
は
糾あ

ざ
な

え
る
縄な

わ

の
如ご

と

し
】

故
事
名
言
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